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提供機関：金沢大学

科
目
名

文明起源の考古学 授業形態 開講期間 12月2日～ 2月3日

英文科目名 The Origin of the Ancient Civilizations
①対面授業

開講時間 土曜日 第3講時 15：20 ～ 16：50
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員
足立　拓朗，中村　慎一，市川　彰，上杉　彰紀，

久米　正吾，小髙　敬寛，河合　望

③対面・オンライン併用 ◯
開講場所

石川県政記念しいのき迎賓館3階

セミナールームA復習用ビデオの録画・配信 ◯

単位数　1単位

定員数　30名

特別聴講学生等定員　10名

科目等履修生定員　若干名

シティカレッジ聴講生定員　20名

定員超過時の選考方法等　抽選

成績評価の

方　　　法

毎週のコメントペーパー提出と最終授

業後のレポート（2000字）による評価

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の

指示に従う
9,800円 28,200円 14,800円

教員の

指示に従う
5,000円

科
目
の
内
容

　金沢大学には世界各地の古代文明を調査している国際的な研究者が複数所属しており，発掘調査や遺跡の保存活動に従事しています。今回は世

界四大文明の中国，インダス，メソポタミア，エジプト文明に加えて，中南米のマヤ文明の起源について解説します。日本の文化とは異なる世界

の古代文明の成り立ちをしることができます。講師は実際に現地で調査をしており，他では見ることのできない貴重な画像や，体験談を聞くこと

ができます。さらに現時点の最先端の学説の解説も行います。この講座を受講することで，考古学や世界の様々な文化を理解する機会になれば幸

いです。

第１回　 「世界の古代文明の起源，講義ガイダンス」　足立拓朗

第２回　「中国文明の起源」　中村慎一

第３回　「インダス文明の起源」　　上杉彰紀

第４回　「中央アジアの文明起源」　久米正吾

第５回　「マヤ文明の起源」　市川彰

第６回　「メソポタミア文明の起源」　小髙敬寛

第７回　「エジプト文明の起源」　河合望

第８回　「メソポタミア文明とアッカド「帝国」」　足立拓朗

その他特記事項

第１回，第８回が対面授

業，他はオンデマンド方

式で実施。

授業担当教員紹介 URL

ホームページ・メールアドレス等 E－mail

提供機関：北陸大学

科
目
名

企業・大学における知的財産の保護と活用Ⅱ 授業形態 開講期間 9月30日～ 1月27日

英文科目名
The Protection and Utilization of Intellectual 
Property in Companies and Universities II

①対面授業
開講時間 土曜日 第3講時 15：20 ～ 16：50

②オンライン授業 ◯

受
講
定
員
等

担 当 教 員 木藤　聡一
③対面・オンライン併用

開講場所 オンライン
復習用ビデオの録画・配信

単位数　2単位

定員数　100名

特別聴講学生等定員　

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　

成績評価の

方　　　法
毎回の小レポート

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

10,000円

科
目
の
内
容

　知的財産とは「価値のある情報」のことです。新たに生み出された技術やアイデア，ユニークなデザイン，

蓄積された技術上または営業上の情報やノウハウは，形はないですが，財産的な価値があります。ロゴマー

クや商品の名前なども，長年の使用によって信用やブランドイメージといった価値を生み出します。

　日本では2002年に小泉元首相が「知的財産立国」を宣言して以来，知的財産の保護や活用が重視されてい

ます。大企業のみならず，大学やベンチャー企業などにおいても，知的財産の保護や活用について戦略的な

取り組みが行われるようになりました。

　本科目では，前期の『企業・大学における知的財産の保護と活用Ⅰ』で身につけた基本的知識に基づき，

知的財産の保護や活用に関する様々な事例の中から，課題を発見し，解決できる能力を養うことを目指します。

その他特記事項

授業担当教員紹介 URL https://www.hokuriku-u.ac.jp/about/teacher/s-kitou.html

ホームページ・メールアドレス等 E－mail s-kitoh@hokuriku-u.ac.jp


